
青空の下、華やかな浴衣で盆踊り！
（うえの保育所　夕涼み会　令和元年７月６日）

いよ 令和元年

６月定例会
【特集】新しい議会構成が決まりました！
ズバリ！正副議長に聞く
常任委員会報告（ため池浸水想定区域図）
地域住民に対する事前説明は？

No.57　令和元年 ８月１日 発行
編集／議会広報調査特別委員会

　　　  ７人が市政を問う
政務活動費を公開します！
きらきら・人　い～よ ⑱
伊予市からロシアの「バレリーナ」へ
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○
抱
負
は
？

田
中
議
長

　

激
し
い
時
代
の
変
化
に
応

じ
た
独
自
性
の
あ
る
議
会
を

目
指
し
た
い
で
す
。

　

長
年
主
張
し
続
け
、
念
願

で
あ
っ
た
予
算
審
査
の
一
本

化
、全
議
員
が
予
算
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
昨
年
度
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は

最
後
の
総
仕
上
げ
と
い
う
気

持
ち
で
す
。

大
野
副
議
長

　

議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、

し
っ
か
り
議
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

す
が
、
私
は
議
員
経
験
も
年

齢
も
若
い
の
で
、
す
べ
て
勉

強
と
思
っ
て
議
長
は
じ
め
、

先
輩
議
員
の
皆
さ
ん
に
、
い

ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
議
員
と
し
て
、
一

人
の
人
間
と
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
ど
の
よ
う
な
議
会
を
？

田
中
議
長

　

年
代
別
の
市
民
の
意
見
を

市
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
議
会
報
告
会

の
改
善
、
子
育
て
世
代
の
女

性
が
参
画
で
き
る
ル
ー
ル
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

スバリ！

いよ議会だより　令和元年 夏号 2

新正副議長に聞く！

のある議会を目指す！

新しく就任された
正副議長にインタ
ビューしました！

よしひさ議員

議
長　

田
中
裕
昭

■プロフィール
現住所：米湊
趣　味：読書、カラオケ、
　　　　庭いじり
座右の銘：和して同ぜず

委員会には、議会を円滑に運営するための議会運営委員会や市の仕事を各分野に分けて審査す
る３つの常任委員会があります。今回は、各委員会から任期中（２年間）の活動目標など聞き
ました。（議会運営委員会は１年任期）

総 務 委 員 会
防災・減災対策に力を注ぐ！

　引き続き、市民の命を守るための防災・減災対策
に力を注ぎます。そのほか、ふるさと納税のさらな
る充実、男女共同参画社会の実現に向けて、調査、
研究していきます。

議 会 運 営 委 員 会
議会運営を正しくスムーズに！

　昨年度は、市議会初の予算審査特別委員会を開催
し、有意義な委員会が開かれたと思います。今年度は、
決算審査特別委員会も含めて、さらに充実した委員
会が開催できるよう調査、研究していきます。

川口副委員長 北橋委員長 水田委員 若松委員正岡副委員長 武智委員長

正岡委員 若松委員
田中（裕）委員

田中弘委員 日野委員 谷本委員
北橋委員

高田委員



大
野
副
議
長

　

お
年
寄
り
、
若
い
世
代
、

子
育
て
世
代
、
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
男
性
も
女
性
も
関
係

な
く
、
い
ろ
ん
な
小
さ
な
声

に
耳
を
傾
け
る
議
会
、
ま
た

そ
の
期
待
に
お
応
え
で
き
る

議
会
を
目
指
し
た
い
で
す
。

○
市
民
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
！

田
中
議
長

　

議
会
と
聞
く
と
市
民
に

と
っ
て
あ
ま
り
身
近
な
存
在

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
重
要

な
案
件
を
審
議
す
る
と
て
も

大
切
な
会
議
で
す
。
そ
し
て

そ
の
会
議
で
は
、
市
民
の
代

表
で
あ
る
議
員
が
地
域
の
こ

と
や
市
の
政
策
、
予
算
な
ど

に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
て

い
ま
す
。
傍
聴
は
当
日
の
受

付
だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
議
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
野
副
議
長

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

で
き
る
こ
と
は
少
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
お

一
人
お
ひ
と
り
の
声
に
耳
を

傾
け
て
知
恵
を
出
し
合
い
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
伊
予

市
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

かどた議員

いよ議会だより　令和元年 夏号3

特集 新しい議会構成が決まりました！

時代の変化に応じた独自性

委員会から一言！ 議会運営委員と
各常任委員が新
たに選任されま
した！

副
議
長　

大
野
鎮
司

■プロフィール
現住所：下吾川（鳥ノ木）
趣　味：旅行と楽しいイベント
　　　　を企画すること
座右の銘：冬は必ず春となる

民 生 文 教 委 員 会
「IYO夢みらい館」プレオープン！

　いよいよ今年の８月1日に「IYO夢みらい館」内に図
書館と地域交流館がオープンします。この文化施設
を市民はもちろん、市外に向けてもPRし、より多く
の方に利用してもらえるように職員とともに尽力し
ます。

産 業 建 設 委 員 会
あれから 1 年、被災箇所の早期復旧を
　西日本豪雨や相次ぐ台風に見舞われた昨年の災害
から１年が過ぎました。本市では幸い人的被害はあ
りませんでしたが、土砂崩れなどの大きな被害に遭
いました。未だに復旧中の箇所も多いため、早期の
完全復旧に尽力します。

門田委員

平岡副委員長 日野委員長 佐川委員

武智委員 森川委員 吉久委員

向井副委員長 久保委員高田委員長

谷本委員 大野委員



地
域
住
民
に
対
す
る
事
前
説
明
は
？

　
　
　
ま
ず
、
地
元
区
長
へ
事
前
説
明
を
行
う
。

いよ議会だより　令和元年 夏号 4

常任委員会
審査報告

ため池浸水
想定区域図
作成業務

国の基準に基づき「防災重点ため池（※）」を再選定した結果、98カ所が該当するこ
ととなり、今年度はそのうち60カ所の区域図を作成する。（写真は市ノ坪池：上吾川）

現
在
全
戸
配
布
し
て
い
る
た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
令
和

３
年
度
以
降
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
予
定
）

※「防災重点ため池」とは？
決壊した場合の浸水区域に家屋
や公共施設等が存在し、人的被
害を与えるおそれのあるため池

た
め
池
浸
水
想
定
区
域
図

作
成
業
務
委
託
料

今
後
、
地
域
住
民
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
公

表
す
る
の
か
。
ま
た
、
説
明
会

等
を
実
施
す
る
予
定
は
。

農
林
水
産
課

　

た
め
池
浸
水
想
定
区
域
図

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
ほ
か
、
地
元
の
広
報
区

長
へ
の
事
前
説
明
と
甚
大
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
地
区
に
つ
い

て
は
、
自
主
防
災
会
や
地
域
住

民
に
説
明
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　
令
和
３
年
度
以
降
に
作
成
す

る
新
し
い
「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
全
戸

に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
の
防
災
重
点
た
め

池
数
と
年
度
計
画
等
の

詳
細
は
。農

林
水
産
課

　

国
が
示
し
た
基
準
に
基
づ

き
、
防
災
重
点
た
め
池
を
再
選

定
し
た
結
果
、
98
カ
所
が
該
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
度
は

60
カ
所
、
来
年
度
は
、
残
り
38

カ
所
の
う
ち
策
定
済
み
の
20
カ

所
を
除
く
18
カ
所
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

今
回
作
成
す
る
「
た
め

池
浸
水
想
定
区
域
図
」

と
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
作
成
し

て
全
戸
配
布
し
た
「
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
の
違
い
は
。

農
林
水
産
課

　

た
め
池
浸
水
想
定
区
域
図

は
、
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
前
段
の
資
料
と
な
る
も
の

で
、
た
め
池
が
決
壊
し
た
際
の

水
の
到
達
時
間
、
水
深
等
を
詳

細
に
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
浸

水
エ
リ
ア
に
避
難
所
等
を
掲
載

し
た
も
の
で
あ
る
。

問

問問

答

答

答

産
業
建
設
委
員
会



いよ議会だより　令和元年 夏号5

来年４月１日から認定こども園に移行
する中山幼稚園

地
域
お
こ
し
協
力
隊

起
業
支
援
補
助
金

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

起
業
や
事
業
承
継
に
要

す
る
費
用
に
対
し
、
一
人
当
た

り
１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
て

交
付
す
る
た
め
の
要
綱
を
策
定

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
県
内
他

市
町
と
比
較
し
て
補
助
額
に
差

異
は
な
い
の
か
。

未
来
づ
く
り
戦
略
室

　
現
在
、
県
内
の
協
力
隊
導
入

19
市
町
の
う
ち
、
14
市
町
が
同

様
に
こ
の
要
綱
の
策
定
、
ま
た

は
、そ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

補
助
額
は
、
国
の
要
綱
に
基
づ

い
て
策
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
本
的
に
差
異
は
な
く
標

準
額
で
あ
る
。

今
回
補
助
対
象
と
な
る

２
人
の
元
協
力
隊
員

は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
開
始

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
任

期
途
中
で
起
業
し
た
い
場
合
で

も
対
象
と
な
る
の
か
。
ま
た
、

審
査
委
員
の
構
成
は
。

未
来
づ
く
り
戦
略
室

　
事
業
内
容
は
、
古
着
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
販
売
事
業
と
農
業

関
連
の
事
業
と
聞
い
て
い
る
。

対
象
要
件
と
し
て
、
こ
の
規
定

は
、
任
期
終
了
後
か
ら
適
用
す

る
こ
と
を
要
件
と
し
て
お
り
、

任
期
途
中
で
の
退
任
に
よ
る
起

業
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
補
助
金
を
審
議
す
る
審
査
委

員
に
つ
い
て
は
、
要
綱
で
審
査

委
員
会
の
設
置
を
定
め
る
が
、

副
市
長
を
は
じ
め
４
部
長
と
未

来
づ
く
り
戦
略
室
長
の
６
人
で

構
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
山
幼
稚
園
改
修
工
事

中
山
保
育
所
を
廃
止

し
、
現
中
山
幼
稚
園

を
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
園
児
数
の
増
減

と
職
員
の
配
置
は
ど
う
な
る
の

か
。

子
育
て
支
援
課

　
園
児
数
は
、
今
年
度
４
月
１

日
現
在
で
、
中
山
保
育
所
が
19

人
、
中
山
幼
稚
園
が
４
人
で
あ

り
、
入
園
者
数
は
未
定
で
あ
る

が
、
来
年
度
４
月
時
点
で
、
20

人
前
後
に
な
る
と
予
測
さ
れ

る
。

　

職
員
の
配
置
は
、
現
在
、
中

山
保
育
所
が
８
人
体
制
、
中
山

幼
稚
園
が
兼
務
で
従
事
し
て
い

る
職
員
を
半
人
役
と
し
て
換
算

し
、
２・
５
人
体
制
で
運
営
し

て
い
る
が
、
今
後
、
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、

園
長
以
下
、
９
人
体
制
で
の
運

営
を
考
え
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

事
前
合
宿
等
負
担
金

今
回
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
代
表
候
補
選
手
団
を
受
け
入

れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
詳
細
と

交
流
事
業
な
ど
予
定
し
て
い
る

の
か
。

社
会
教
育
課

　
受
け
入
れ
期
間
は
、
７
月
20

日
か
ら
８
月
５
日
で
、
選
手
８

人
、
コ
ー
チ
１
人
、
通
訳
１
人

の
計
10
人
の
選
手
団
を
予
定
し

て
い
る
。
練
習
会
場
は
五
色
姫

海
浜
公
園
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー

ト
と
し
、
伊
予
市
民
体
育
館
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
考
え
て
お

り
、
県
の
実
行
委
員
会
や
競
技

団
体
と
連
携
し
、
練
習
試
合
や

交
流
試
合
を
実
施
す
る
な
ど
交

流
を
深
め
た
い
。

問問 答

答

答

答

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

問

問

議案等議員別表決結果一覧表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

議決日
氏名

議決結果

森
川
建
司

吉
久
俊
介

川
口
和
代

向
井
哲
哉

平
岡
清
樹

高
田
浩
司

大
野
鎮
司

門
田
裕
一

日
野
猛
仁

北
橋
豊
作

佐
川
秋
夫

谷
本
勝
俊

正
岡
千
博

田
中
裕
昭

武
智
　
実

久
保
　
榮

田
中
　
弘

若
松
孝
行

水
田
恒
二番 号 件　　名

議案
第52号

四国縦貫自動車道における（仮
称）中山スマートインターチェ
ンジの建設事業に伴う工事に関
する令和元年度契約について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 6月

25日

令和元年第２回（６月）伊予市議会定例会
〔会期：６月５日～６月 25 日　21 日間〕  
○：賛成　×：反対　

※田中裕昭議長は採決に入っていません。

［賛否の分かれた案件のみ記載しています。その他案件についてはすべて全会一致で可決されました。］



傍聴席案内図（市庁舎５階）

向井　哲哉　議員　（Ｐ13）
1　新規就農者及び移住希望者への就農支援状況等について
2　消防団員の現状及び今後の団員確保の方策について

大野　鎮司　議員　（Ｐ14）
1　子どもから高齢者まで、安心・安全のための情報システム構築について
2　インフルエンザ予防接種推進について
3　子どもや若者がもっと相談しやすい体制づくりについて

※通告順（発言順）に掲載しています。

※通告順（発言順）に掲載しています。

議会を傍聴してみませんか？

傍聴席に入場したら、まず
傍聴人名簿に住所・氏名を
必ず記入してください。

議会事務局前に傍
聴者用の書類があ
りますので自由に
お取りください。

室内は防音
の個室でエ
アコン完備
です！

Point!

自分で操作
しながら昇
降すること
ができます！

Point!

いよ議会だより　令和元年 夏号 6

たなか（裕）議長

ひらおか議員

議員一同お待ち
しています！

傍聴は当日の受付だけで簡単にできます。本会議場ならでは
の雰囲気を、ぜひ体験してください。

④

③

① ②

親子傍聴席

段差解消機（昇降機）

傍聴者用資料 記載台
③車椅子用の段差解消機（昇降
機）や④親子で議会を傍聴でき
る親子傍聴席も備えています。
ぜひ一度お越しください！



7人が市政を問う
　６月定例会では、7人の議員が 22件の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項
目は下表をご覧ください。8ページから質問した議員ごとに２問の質問を要約してお伝えします。
なお、全文記録（議事録）は９月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録
検索システムに掲載しますのでご覧ください。

吉久　俊介　議員　（Ｐ８）
1　ふたみシーサイド公園について
2　財政について
3　５Gの調査研究推進を

水田　恒二　議員　（Ｐ９）
1　水道行政に関連して
2　幼稚園・保育所に関連して
3　勤務中職員の喫煙対策を再度問う
4　道の駅のその後
5　市民の交通安全対策

平岡　清樹　議員　（Ｐ10）
1　市役所の経費削減について 
2　西日本豪雨から一年、豪雨対策と防災計画を問う

森川　建司　議員　（Ｐ11）
1　職員による交通事故防止について
2　図書館・地域交流館のプレオープンについて
3　市内外国人の動向について
4　国旗掲揚運動推進について

川口　和代　議員　（Ｐ12）
1　女性が活躍するために
2　介護予防事業・高齢者福祉事業の充実を
3　ごみ収集カレンダーについて

※通告順（発言順）に掲載しています。

いよ議会だより　令和元年 夏号7

一般質問

伊予市議会

おおの副議長

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！

９月定例会の日程は
８月初旬頃にホーム
ページで掲載予定です。
広報いよし９月号で
もお知らせします。



ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド

公
園
は
年
間
を
通
じ

て
数
十
万
人
が
訪
れ
る
観
光

施
設
で
あ
る
が
、
開
業
か
ら

20
年
以
上
が
経
過
し
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
、

大
小
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
ほ

こ
ろ
び
が
生
じ
て
い
る
。
市

長
の
所
信
表
明
で
改
修
に
つ

い
て
詳
細
設
計
に
着
手
す
る

と
あ
っ
た
が
、
本
市
の
重
要

な
観
光
施
設
で
あ
り
、
大
き

な
期
待
を
抱
い
て
い
る
。

　
今
回
の
改
修
を
機
に
施
設

全
体
を
抜
本
的
に
見
直
す
と

い
う
観
点
か
ら
、
プ
ロ
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ま
た
は

同
等
の
能
力
を
も
つ
人
材

（
機
関
）を
施
設
の
設
計
段
階

か
ら
導
入
し
て
は
。

ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド

公
園
は
、
平
成
27
年

度
に
施
設
利
用
者
と
関
係
者

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
結
果
か
ら

得
ら
れ
た
要
望
や
意
見
を
反

映
さ
せ
た
基
本
設
計
が
完
了

し
て
い
る
。
本
年
度
は
、
こ

の
基
本
設
計
を
基
に
指
定
管

理
者
と
関
係
者
と
の
協
議
に

よ
り
、
詳
細
な
改
修
実
施
設

計
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
専
門
建
築
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
へ
発
注
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
受
注
者
に
対
し
、

関
係
者
と
緻
密
に
協
議
を
重

ね
て
成
案
を
得
る
べ
く
指
導

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
、
必

要
と
判
断
す
る
時
は
、
販
売

上
、
あ
る
い
は
管
理
上
の
専

門
家
の
意
見
を
徴
す
る
よ
う

に
考
慮
願
う
旨
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
っ
て
み
た
い
。

今
回
の
改
修
を
機
に

運
営
面
・
テ
ナ
ン
ト

面
に
対
し
、
全
く
の
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
し「
新
生
ふ

た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公
園
」
を

目
指
し
て
は
。

　

施
設
の
管
理
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
公
募
に
よ
る
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
運
営
管
理
者
が

指
定
さ
れ
て
い
る
。
令
和
３

年
４
月
か
ら
の
次
期
管
理
者

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
る
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
選
定

に
臨
み
た
い
。
ま
た
、
テ
ナ

ン
ト
は
、
施
設
の
部
分
的
使

用
者
と
し
て
指
定
管
理
者
の

権
限
に
よ
り
選
ぶ
こ
と
に
な

る
が
、
改
修
後
は
、
次
期
管

理
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
、
社
会
的
な

要
請
、施
設
の
設
置
目
的
等
、

禍
根
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ

う
厳
正
に
決
定
す
る
こ
と
を

強
く
指
導
し
た
い
。

５
Ｇ
の
革
新
的
な
技

術
を
利
用
し
た
、
ま

ち
づ
く
り
の
可
能
性
は
。

　

５
Ｇ
は
、
革
新
的
な
技
術

を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の
中

核
に
位
置
付
け
ら
れ
、
超
高

速
通
信
が
実
用
化
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
ど
こ
か
ら
で

も
世
界
を
相
手
に
仕
事
が
で

き
、
日
本
の
ど
こ
に
い
て
も

教
育
や
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
が

享
受
で
き
る
社
会
が
実
現
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

働
く
場
の
確
保
や
生
活
の

質
の
維
持
は
、
本
市
に
お
け

る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る「
人

口
減
少
対
策
」や「
将
来
に
わ

た
る
持
続
的
発
展
」
に
繋
が

る
も
の
で
あ
る
。
技
術
動
向

や
そ
の
利
活
用
は
、
国
が
中

心
と
な
り
、
全
国
自
治
体
に

対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
情

報
提
供
し
て
い
る
た
め
、
現

時
点
で
は
、
引
き
続
き
情
報

収
集
に
努
め
、
そ
の
可
能
性

を
模
索
し
た
い
。

問

問

問

答

答

答 ５
Ｇ
（
第
５
世
代
無
線
通

信
規
格
）
の
推
進

次
期
管
理
者
は
ゼ
ロ
べ
ー

ス
で
の
選
定
で
臨
む
。

今
後
も
引
き
続
き
、
可
能

性
を
模
索
し
た
い
。

吉
久　
俊
介　
議
員

「ふたみシーサイド公園」の全体改修

ゼロベースでの抜本的な見直しを！
（答弁）次期管理者はゼロベースの選定で臨む

海水浴場からトイレへの動線が悪く、利用者に
はわかりづらい。（ふたみシーサイド公園）
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水
道
事
業
の
民
営
化

に
道
を
開
く
改
正
水

道
法
が
昨
年
12
月
に
国
会
で

成
立
し
た
。
民
営
化
に
移
行

す
れ
ば
、
市
民
も
心
配
し
て

い
る
点
が
多
々
あ
る
。

　
ま
ず
、
災
害
時
の
対
応
と

し
て
給
水
車
の
派
遣
や
復
旧

作
業
な
ど
適
切
に
行
わ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
契
約
期
間
20

年
以
上
と
い
う
長
さ
が
、
自

治
体
か
ら
水
道
事
業
運
営
の

技
術
や
知
識
、
経
験
が
失
わ

れ
、
契
約
終
了
時
に
運
営
権

が
返
還
さ
れ
て
も
水
道
事
業

の
運
営
が
適
切
に
で
き
る
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
現
時
点
に
お
い
て
、
民
営

化
を
視
野
に
入
れ
た
経
営
の

変
更
を
検
討
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。現

在
、
本
市
を
含
め

全
国
の
水
道
事
業
体

で
は
、
施
設
管
理
や
検
針
業

務
等
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
で
民
間
に
委
託
し
て

水
道
事
業
を
経
営
し
て
お
り
、

実
質
的
に
は
官
民
連
携
が

あ
っ
て
こ
そ
水
道
事
業
が
成

り
立
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
の

深
刻
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
県
水
道
事
業
経
営
健

全
化
検
討
会
の
中
で
、
中
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
水
道

事
業
の
持
続
に
向
け
た
経
営

の
あ
り
方
の
一
手
法
で
あ
る

広
域
連
携
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
今
直
ち
に

本
市
の
水
道
事
業
単
独
で
の

民
営
化
の
考
え
は
な
い
。

昨
日
、
防
災
行
政
無

線
で
、
節
水
の
呼
び

か
け
が
あ
っ
た
が
、
本
市
の

水
源
地
の
現
状
と
今
後
の
見

通
し
は
。

　

春
先
か
ら
の
少
雨
に
よ
り

上
水
道
水
源
地
の
水
位
が
平

年
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
６
月
５
日
か
ら
防
災

行
政
無
線
を
通
じ
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
節
水
の
呼
び
か
け

を
実
施
し
、
さ
ら
に
10
日
に

は
、
節
水
対
策
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
、
さ
ら
な
る
節
水

を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

今
後
、
平
年
並
み
の
降
雨

量
が
見
込
ま
れ
る
予
報
も
あ

る
が
、
楽
観
は
で
き
な
い
。

　

可
能
な
限
り
早
め
の
対
策

を
講
じ
、
市
民
生
活
に
影
響

の
な
い
よ
う
に
努
力
を
払
っ

て
い
く
が
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
も
訴
え
て
参
る

所
存
で
あ
り
、
ご
理
解
を
賜

り
た
い
。西

予
市
で
は
、
休
憩

時
間
を
除
く
勤
務
時

間
中
の
職
員
の
喫
煙
に
つ
い

て
、
４
月
か
ら
段
階
的
に
禁

止
し
、
７
月
か
ら
庁
舎
な
ど

の
公
共
施
設
は
、
対
策
を
講

じ
た
場
所
以
外
で
の
敷
地
内

禁
煙
と
し
た
。

　
本
市
の
今
後
の
対
策
は
。

　

全
国
的
に
も
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
そ

の
対
応
、
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ま
ず
受
動
喫
煙

防
止
策
を
ど
う
す
る
の
か
、

こ
れ
ま
で
も
敷
地
内
全
面
禁

煙
に
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

屋
外
で
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
喫

煙
場
所
を
設
け
る
の
か
検
討

し
て
き
た
が
、
早
急
に
結
論

を
出
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
７
月
１
日
以
降
は
、

現
在
の
喫
煙
場
所
で
は
喫
煙

で
き
な
い
た
め
、
職
員
に
は

お
の
ず
と
喫
煙
の
機
会
が
制

限
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
を
機
会
に
、
勤
務
時
間

中
の
喫
煙
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問

問

問

答

答

答

本
市
の
受
動
喫
煙
対
策

上
水
道
水
源
地
の
水
位
が

平
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

検
討
し
て
早
急
に
結
論

を
出
し
た
い
。

水
田　
恒
二　
議
員

「水道法改正」

民営化に移行の考えは？
（答弁）水道事業単独での民営化の考えはない

高瀬水源地取水井門（上野）
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本
市
の
財
政
が
厳
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る

中
、
普
段
使
わ
れ
て
い
る
消

耗
品
や
需
用
費
な
ど
の
経
費

に
つ
い
て
、
過
去
５
年
間
を

調
査
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
経
費
削
減
に
対

し
、
外
部
か
ら
民
間
企
業

（
全
国
数
千
社
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
交
渉
経
験
を
持
つ
企

業
で
新
た
な
コ
ス
ト
削
減
が

可
能
）に
入
っ
て
い
た
だ
き
、

若
い
職
員
を
中
心
に
チ
ー
ム

を
組
み
、
市
職
員
も
含
め
た

「
経
費
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
を
実
施
し
て
は
。

現
在
本
市
で
は
、
市

が
行
う
施
策
や
事
務

事
業
に
つ
い
て
、
市
職
員
に

よ
る
内
部
評
価
に
留
ま
ら

ず
、
評
価
の
客
観
性
と
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
行
政

評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評

価
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

伊
予
市
補
助
金
等
審
議
会
条

例
を
定
め
、
本
市
が
交
付
す

る
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
も

適
正
か
つ
効
果
的
な
交
付
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
審
議
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

ず
、
こ
れ
ら
の
機
関
か
ら
の

意
見
を
最
大
限
に
市
政
運
営

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、

先
ん
じ
て
必
要
か
と
考
え
て

い
る
た
め
、
ご
指
摘
の
外
部

企
業
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

ご
意
見
と
し
て
承
っ
て
お
き

た
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
組
織
を
挙

げ
て
の
経
費
削
減
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
具
体
的
に
は
、

職
員
に
対
し
て
説
明
会
等
を

実
施
し
、
情
報
共
有
を
図
り

予
算
編
成
時
か
ら
予
算
執
行

時
ま
で
全
て
に
お
い
て
コ
ス

ト
意
識
を
持
ち
、
経
費
削
減

を
徹
底
し
て
い
る
。　

過
去
３
年
間
の
需
用

費
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
５
年
間
で
み
た
場
合
、

実
際
に
は
増
え
て
い
る
部
署

も
あ
る
。
率
先
し
て
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
な
い
部
署
も

あ
る
の
で
は
。

　

新
規
事
業
実
施
に
伴
う
需

用
費
の
増
や
、
年
度
に
よ
っ

て
必
要
と
な
る
特
殊
事
情
も

あ
り
、
い
く
ら
努
力
し
て
も

需
用
費
が
右
肩
下
が
り
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え

ば
、
４
年
に
一
度
の
教
科
書

改
訂
に
伴
う
指
導
書
の
買
い

替
え
は
必
須
で
、
こ
れ
だ
け

で
も
年
に
１
千
万
円
単
位
の

増
加
と
な
る
。

昨
年
の
被
害
に
よ
り

現
在
も
復
旧
中
の
箇

所
は
多
々
あ
る
と
思
う
が
、

復
旧
工
事
の
執
行
状
況
は
。

　

公
共
土
木
施
設
は
、
32
件

の
被
災
が
あ
り
、
５
月
末
現

在
で
28
件
が
契
約
済
み
、
内

２
件
が
完
成
し
て
お
り
、
執

行
率
88
％
、
残
り
の
４
件
が

入
札
待
ち
の
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
農
地
・
農
業
用
施

設
と
林
業
用
施
設
は
、
29
件

の
被
災
が
あ
り
、
13
件
が
契

約
済
み
、
内
２
件
が
完
成
し

て
お
り
、
執
行
率
45
％
、
残

り
の
16
件
が
入
札
待
ち
、
ま

た
は
設
計
中
で
あ
る
。
未
竣

工
工
事
の
危
険
箇
所
は
、
市

道
に
お
い
て
は
、
路
肩
の
り

面
が
崩
落
し
、
車
両
の
通
行

に
支
障
が
生
じ
た
場
合
等

は
、
山
留
め
側
を
削
る
な
ど

し
て
幅
員
を
確
保
、
被
災
路

肩
に
は
、
路
肩
注
意
等
危
険

杭
の
設
置
や
シ
ー
ト
で
覆
う

な
ど
、
安
全
確
保
や
再
度
被

災
防
止
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
林
道
等
で
の
大
規
模
な

崩
落
・
崩
壊
箇
所
は
、
通
行

止
め
に
し
て
迂
回
路
を
活
用

す
る
な
ど
、
安
全
確
保
に
努

め
て
お
り
、
危
険
な
状
況
で

車
両
の
通
行
に
供
し
て
い
る

箇
所
は
な
い
。

問

問

問

答

答

答 西
日
本
豪
雨
か
ら
一
年
、

豪
雨
対
策
と
防
災
計
画

い
く
ら
努
力
し
て
も
下
が

ら
な
い
需
用
費
も
あ
る
。

安
全
確
保
や
再
度
被
災
防

止
に
努
め
て
い
る
。

平
岡　
清
樹　
議
員

「本市の経費削減（案）」 

外部の民間企業に依頼しては？
（答弁）ご意見として承っておく

復旧工事中の様子（双海町串：奥東）
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５
月
に
全
国
に
衝
撃

を
与
え
た
川
崎
市
殺

傷
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、

令
和
に
入
っ
て
も
児
童
が
被

害
に
遭
う
事
件
は
後
を
絶
た

な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
の
根
本

に
は
道
徳
心
の
欠
如
が
あ
る

と
考
え
る
。
こ
の
道
徳
心
を

復
活
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
る

著
書
に
は
、「
国
や
地
域
の

歴
史
や
文
化
に
誇
り
を
持

ち
、
自
分
が
国
や
地
域
と
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が

あ
れ
ば
、
道
徳
心
や
命
へ
の

尊
厳
は
育
つ
」と
あ
っ
た
。

　
本
市
で
は
、
す
で
に
行
政
、

学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、

地
域
の
自
然
、
文
化
、
伝
統

に
誇
り
を
持
ち
、
郷
土
に
愛

着
を
持
つ
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を

推
進
す
る
た
め
、
祝
日
に
各

家
庭
が
国
旗
を
掲
揚
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

　
現
在
の
市
内
小
中
学
校
や

市
の
管
理
施
設（
公
民
館
・

消
防
等
）
に
お
け
る
国
旗
の

掲
揚
状
況
は
。

　
平
日
に
掲
揚
し
て
い
る
学

校
は
13
校
中
、
伊
予
小
、
佐

礼
谷
小
、
翠
小
の
３
校
で
、

祝
日
は
、
北
山
崎
小
と
中
山

中
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
の
儀

式
や
運
動
会
な
ど
の
学
校
行

事
で
は
、
全
て
掲
揚
し
て
い

る
。
公
民
館
で
は
、
伊
予
地

域
の
４
地
区
公
民
館
は
、
平

日
、
祝
日
と
も
、
全
て
掲
揚

し
て
い
な
い
。

　

本
庁
舎
、
地
区
公
民
館
を

含
む
中
山
、
双
海
地
域
事
務

所
は
、
平
日
と
祝
日
に
掲
揚

し
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
休
館
日
以
外
掲
揚

し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
図

書
館
は
掲
揚
台
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
掲
揚
し
て

い
な
い
。「

国
旗
掲
揚
日
本
一
」

を
目
指
し
、
本
市
に

全
国
か
ら
視
察
団
が
訪
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
は
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
開
庁
日
と
祝
日
に

は
庁
舎
で
国
旗
と
市
旗
を
掲

揚
し
、
市
が
主
催
す
る
行
事

等
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容

に
即
し
て
国
旗
を
掲
揚
す
る

と
と
も
に
国
歌
の
斉
唱
・
演

奏
等
を
行
う
こ
と
で
国
旗
と

国
歌
へ
の
理
解
、
定
着
に
努

め
て
き
た
。

　

祝
日
に
各
家
庭
が
国
旗
を

掲
揚
す
る
こ
と
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
国
旗
に
対
す
る

理
解
を
深
め
た
う
え
で
、
個

人
の
意
思
で
行
う
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
時

間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
各
家
庭
や
地
域
の
中
で

徐
々
に
理
解
を
深
め
、
自
然

に
熟
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
る
。

平
成
24
年
７
月
か
ら

住
民
基
本
台
帳
に
外

国
人
を
含
め
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
、
出
入
国
管
理
法

が
改
正
さ
れ
、
本
市
も
外
国

人
が
さ
ら
に
増
え
る
と
予
測

さ
れ
る
。
全
国
的
に
外
国
人

に
よ
る
生
活
保
護
や
国
民
健

康
保
険
の
不
正
受
給
等
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
現
況
は
。

　　

外
国
人
に
よ
る
不
正
受
給

等
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
本

市
で
の
発
生
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
今
後
、
改
正
入
管

法
に
基
づ
き
、
新
た
な
在
留

資
格
に
よ
る
外
国
人
の
増
加

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
外
国
人
生
活
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
や
出
入
国
在
留

管
理
局
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
相
談
支
援
や
適
正

な
資
格
審
査
な
ど
に
努
め
た

い
。

問

問

問

答

答

答 在
住
外
国
人
に
よ
る
不
正

受
給
問
題

学
校
行
事
で
は
全
て
の

学
校
が
掲
揚
し
て
い
る
。

本
市
で
の
発
生
は
把
握

し
て
い
な
い
。

森
川　
建
司　
議
員

道徳心の復活のために 

「国旗掲揚日本一」を目指しては？
（答弁）引き続き、国旗への理解、定着に努める

平日にも国旗を掲揚してい
る伊予小学校
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本
市
で
は
、
政
策
形

成
の
場
へ
の
女
性
進

出
は
進
ん
で
い
な
い
。（
現
在

女
性
議
員
１
人
・
広
報
区
長

０
人
・
課
長
級
職
員
２
人
）

　
女
性
進
出
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
躍
す
る
女
性
を

増
や
し
、
そ
こ
か
ら
人
材
発

掘
や
指
導
者
養
成
に
繋
げ
る

こ
と
、
そ
し
て
女
性
議
員
を

増
や
す
た
め
に
、
ま
ず
議
員

の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
各
年
代
、
各
地
域
の

女
性
を
集
め
、
本
市
初
の「
女

性
議
会
」を
開
催
し
て
は
。

行
政
や
市
議
会
へ
の

理
解
を
深
め
、
女
性

の
社
会
参
画
や
女
性
の
視
点

を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
の

魅
力
あ
る
企
画
で
あ
る
。
た

だ
し
、
議
員
役
に
な
る
方
の

確
保
や
運
営
方
法
な
ど
検
討

す
る
課
題
も
あ
り
、
行
政
側

か
ら
の
押
し
付
け
に
な
ら
な

い
よ
う
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
育

成
委
員
会
の
意
見
も
参
考
に

検
討
し
た
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し

て
、
７
月
に
女
性
リ
ー
ダ
ー

育
成
委
員
会
の
開
催
、
９
月

に
え
ひ
め
女
性
財
団
と
協
力

し
て
開
催
す
る
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
、
10
月
に

栃
木
県
で
開
催
さ
れ
る
日
本

女
性
会
議
に
市
民
の
方
２
人

を
派
遣
す
る
。

　
ま
た
、
内
部
体
制
と
し
て
、

本
年
度
か
ら
い
ず
れ
も
兼
務

で
あ
る
が
、
職
員
を
３
人
体

制
と
し
、
今
後
の
事
業
実
施

に
向
け
た
検
討
を
行
い
た
い
。

審
議
会
等
に
積
極
的

に
女
性
を
登
用
し
、

施
策
を
決
定
し
て
は
。
ま
た
、

女
性
消
防
団
や
女
性
防
災
士

の
活
躍
の
場
づ
く
り
も
推
奨

し
て
ほ
し
い
。

　

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登

用
は
、
前
年
度
実
績
で
は
、

23
％
に
止
ま
っ
て
お
り
、
目

標
数
値
30
％
達
成
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
。

　

女
性
消
防
団
に
つ
い
て

は
、
本
団
の
中
に「
女
性
部
」

を
設
置
し
、
女
性
の
部
長
を

配
置
し
て
定
例
幹
部
会
に
出

席
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

女
性
防
災
士
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
自
主
防
災
会
長

に
対
し
、
消
防
学
校
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
・
避

難
所
開
設
運
営
コ
ー
ス
の
受

講
を
要
請
し
た
。

他
市
の
事
例
を
参
考

に
、
紙
質
や
大
き
さ

を
見
直
し
、
地
区
ご
と
に
印

刷
す
る
な
ど
、
貼
っ
て
も
折

り
た
た
ん
で
保
管
し
て
も
利

用
し
や
す
い
カ
レ
ン
ダ
ー
に

改
良
し
て
は
。

　
ま
た
、「
さ
ん
あ
～
る
」の

さ
ら
な
る
普
及
を
。

　

他
市
の
よ
う
に
地
区
ご
と

に
印
刷
す
る
と
15
種
類
の
カ

レ
ン
ダ
ー
が
必
要
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
印
刷
部
数
が
少

量
に
な
る
こ
と
か
ら
印
刷
代

が
割
高
に
な
る
。
今
後
も
引

き
続
き
、
経
済
性
、
利
便
性

を
追
求
し
、
わ
か
り
や
す
い

も
の
を
目
指
し
た
い
。

　
「
さ
ん
あ
～
る
」の
普
及
に

つ
い
て
は
、
市
内
公
共
施
設

や
指
定
ご
み
袋
取
扱
店
へ
の

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
依

頼
、
広
報
紙
へ
の
定
期
掲
載
、

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
の

掲
載
を
行
う
な
ど
、
市
民
が

目
に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
し

て
い
く
。

問

問問

問

答

答答

答 ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の

見
直
し
を

本
年
度
か
ら
職
員
３
人
体

制
で
事
業
を
実
施
す
る
。

登
用
率
30
％
達
成
に
向
け

て
努
力
す
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
わ
か
り
や

す
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
目
指
す
。

川
口　
和
代　
議
員　

「女性が活躍するために」

女性議会を開催しては？
（答弁）魅力ある企画であり、検討したい

ごみ分別無料アプ
リ「さんあ～る」
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「介護予防事業・高
齢者福祉の充実を」
と題し、要介護・要
支援認定されていな
い高齢者の介護予防
に力を入れること
が、これからの認定
者数の減少に繋がる
など、さまざまな提
案もしました！

かわぐち議員



現
在
、
国
の
農
業
・

農
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
就
業
者
の
高
齢
化
や

農
地
の
荒
廃
な
ど
極
め
て
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
も
農
家
の
減
少
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
問

題
が
、
今
後
深
刻
化
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
国
は
、
新
規
就
農
者
に
対

す
る
支
援
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
生
計
を
維
持
し
た
上
で

就
農
に
向
け
て
必
要
な
技
術

習
得
の
た
め
の
研
修
や
就
農

直
後
の
経
営
確
立
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。　

　
本
市
の
新
規
就
農
者
に
対

す
る
支
援
事
業
の
内
容
と
、

そ
の
実
績
や
効
果
は
。

就
農
前
の
支
援
策
と

し
て
、
年
に
３
回
開

催
す
る
勉
強
会
の
場
で
、
就

農
に
当
た
っ
て
の
制
度
紹

介
、
推
進
品
目
の
現
地
視
察
、

個
別
相
談
等
の
初
期
的
な
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

就
農
準
備
の
た
め
の
研
修
支

援
策
と
し
て
、
国
事
業
と

あ
い
ま
っ
て
次
世
代
フ
ァ
ー

マ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施

し
、
新
規
就
農
研
修
セ
ン

タ
ー
で
の
肥
料
・
農
薬
等
に

要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
を

補
助
し
、
就
農
後
の
定
着
支

援
策
と
し
て
、
機
械
・
施
設

に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
１

を
補
助
し
て
い
る
。

　

な
お
、
研
修
生
に
は
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

「
準
備
型
」
と
し
て
、
最
大

１
５
０
万
円
の
給
付
を
最
長

２
年
間
受
け
な
が
ら
、
就
農

後
の
栽
培
品
目
や
経
営
規
模

の
決
定
、
農
地
確
保
の
た
め

の
支
援
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

就
農
者
に
は
、「
経
営
開
始

型
」
と
し
て
最
大
１
５
０
万

円
の
給
付
を
最
長
５
年
間
受

け
な
が
ら
、
農
業
経
営
の
安

定
化
を
め
ざ
す
制
度
も
用
意

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
経
営

が
不
安
定
な
就
農
初
期
に
給

付
金
等
を
支
給
す
る
こ
と
で

地
域
農
業
の
中
心
と
な
り
得

る
青
年
農
業
者
等
の
就
農
意

欲
の
喚
起
と
、
就
農
後
の
定

着
に
効
果
を
も
た
ら
す
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

本
市
の
消
防
団
員
数

は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
現
在
７
９
４
人
で
条
例

定
数
を
下
回
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
特
定
の

消
防
団
活
動
や
時
間
の
許

す
範
囲
で
の
活
動
が
で
き
る

「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
」を

本
市
で
も
導
入
し
、
経
験
豊

富
な
団
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
知
識

や
技
能
を
活
用
す
る
な
ど
、

有
事
の
際
に
基
本
団
員
の
後

方
支
援
や
補
完
的
活
動
を
し

て
い
た
だ
く
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
は
。

　　

本
市
の
消
防
団
員
の
充
足

率
は
約
95
％
と
比
較
的
高

い
状
況
で
あ
る
上
、
部
長

や
分
団
長
を
経
験
し
た
後
も

団
員
に
降
格
し
て
引
き
続
き

在
籍
し
た
り
、
一
旦
退
団
し

た
後
で
再
入
団
を
し
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
ま

た
、
防
火
広
報
や
救
急
救
命

講
習
の
補
助
等
は
女
性
団
員

が
担
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

現
状
を
踏
ま
え
、
幹
部
団
員

の
間
で
は
、
機
能
別
団
員
や

Ｏ
Ｂ
団
員
が
必
要
と
の
認
識

は
薄
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
機
能

別
団
員
制
度
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
制
度
導
入
に

つ
い
て
は
、
本
市
消
防
団
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な
ど

を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
消
防
団
と
協
議
す

る
。

問

問

答

答

消
防
団
員
の
現
状
と

今
後
の
確
保
策

維
持
管
理
は
今
後
も
継

続
支
援
を
す
る
。

向
井　
哲
哉　
議
員

「農業の担い手問題」

新規就農者への支援策は？
（答弁）主に就農初期に給付金などを支給している

新規就農者に対する支援として、年３回の勉強
会を開催している。（写真は現地研修の様子）
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本
市
の
防
災
行
政
無

線
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
市
民
か
ら「
聞
き
取
り

に
く
い
」、「
音
が
う
る
さ
い
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
あ
る

な
ど
課
題
も
多
い
。

　
今
回
、
新
た
な
提
案
と
し

て
、
福
岡
県
東
彼そ

の
ぎ杵

町
が
導

入
し
て
い
る「
ア
ッ
ト
イ
ン

フ
ォ
カ
ナ
ル
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
紹
介
す
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
双
方

向
・
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
対
応

の
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
、

そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
専

用
の
戸
別
受
信
機
な
ど
へ
の

配
信
が
可
能
で
、「
状
況
確

認
機
能
」
を
用
い
て
高
齢
者

に
対
す
る
見
守
り
に
も
利
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
本
市
の
行
政
防
災

無
線
の
年
間
維
持
管
理
費

と
、
初
期
投
資
費
用
も
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
シ
ス

テ
ム
導
入
の
考
え
は
。

現
在
の
防
災
行
政
無

線
の
年
間
維
持
管
理

費
と
し
て
、
経
常
的
に
は

１
７
０
０
万
円
程
度
で
あ
る

が
平
成
30
年
度
で
は
修
理
等

に
関
す
る
経
費
約
２
０
０
万

円
を
加
え
て
１
９
０
０
万
円

程
度
の
経
費
が
か
か
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

戸
別
受
信
機
の
配
備
も
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

現
行
シ
ス
テ
ム
と
並
行
し
て

の
導
入
は
考
え
が
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
や
は
り
、
現
在

の
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

の
更
新
時
期
を
捉
え
て
検
討

す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ

り
、
将
来
的
な
防
災
行
政
無

線
の
代
替
シ
ス
テ
ム
の
候
補

の
一
つ
と
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
同
様
の
質

問
を
し
て
き
た
が
、

予
防
接
種
の
効
果
や
副
作
用

の
問
題
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
は
任
意
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
財
政
面
の
問

題
な
ど
、
課
題
が
多
く
公
費

助
成
は
難
し
い
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。　

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近

で
は
、
新
居
浜
市
で
一
人

１
０
０
０
円
の
助
成
を
は
じ

め
た
ほ
か
、
県
内
で
は
す
で

に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。

　
ぜ
ひ
本
市
で
も
、
高
校
受

験
を
す
る
中
学
３
年
生
の
希

望
者
だ
け
で
も
、
助
成
を
は

じ
め
て
は
ど
う
か
。

　

前
回
の
答
弁
で
は
、
一
部

を
除
き
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
は
、
国
の
有
効
性
評

価
の
判
断
な
ど
か
ら
定
期
接

種
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ

れ
を
要
件
と
す
る
公
費
負
担

は
難
し
い
た
め
、
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
と
し
て
い

た
。

　

現
在
、
国
の
方
針
に
変
化

は
見
ら
れ
な
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
ご
提
案
の
主
旨
は
理

解
で
き
る
の
で
今
一
度
研
究

を
深
め
て
参
り
た
い
。

問

問

答

答

受
験
生
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
を

主
旨
は
理
解
で
き
る
の
で

今
一
度
研
究
を
深
め
た
い
。

大
野　
鎮
司　
議
員

「防災行政無線」の課題解決

双方向性のあるシステム導入を！
（答弁）候補として更新時期を捉えて検討する

東彼杵町では、防災減災事業
債導入時の目標として、戸別
受信機1,000台、スマホ登録
1,000人を目指し、現在、戸
別受信機に569台、スマホに
1,342人の方が登録しており、
システムの年間使用料、維持
管理費は約600万円だそうで
す。 おおの議員

伊予市役所内にある放送通信室（親
局）。伊予市からのお知らせや非常
時にはここから最大音量で緊急一
斉放送を即時に行っている。
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○
政
務
活
動
費
と
は
？

　

地
方
自
治
法
並
び
に
市
の

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
役

立
て
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
、
本
市
は
、
一
人
当

た
り
年
額
12
万
円
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、
主
に
研

修
へ
の
参
加
や
会
議
資
料
の

作
成
費
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
本
市
で
は
、「
政
務
活
動

費
運
用
の
手
引
き
」
に
基
づ

い
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

○
県
内
11
市
の
交
付
額
は
？

もりかわ議員

ホームページで
は領収書等も公
開しています。

平成30年度（30年４月～31年３月）における議員別の政務活動費の支出内訳を公開します

（平成31年４月現在）
市 交付対象 交付額（月額）

松 山 市 議員 102,000円
東 温 市 議員 15,000円
今 治 市 会派／議員 30,000円
宇和島市 会派／議員 10,000円
新居浜市 会派 18,000円
西 条 市 会派／議員 15,000円
西 予 市 会派／議員 10,000円
伊 予 市 議員 10,000円
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政務活動費を公開します！

平成30年度 伊予市議会

平成30年度　政務活動費収支一覧表
議
席
番
号

氏　名 交付額
A

執行額
B

差引額
A-B

戻入額
※

支出科目
調査

研究費 研修費 広報費 広聴費 要請陳情
活動費 会議費 資料

作成費
資料

購入費 人件費 事務
所費

１ 森川建司 120,000 106,653 13,347 13,347 70,245 36,408

2 吉久俊介 120,000 55,870 64,130 64,130 47,880 7,990

3 川口和代 120,000 110,788 9,212 9,212 46,820 5,000 58,968

4 向井哲哉 120,000 66,874 53,126 53,126 49,150 15,240 2,484

5 平岡清樹 120,000 191,125 △071,125 0 47,550 143,575

6 高田浩司 120,000 115,228 4,772 4,772 73,245 15,196 26,787

7 大野鎮司 120,000 78,034 41,966 41,966 47,550 11,884 18,600

8 門田裕一 120,000 119,219 781 781 81,358 4,329 33,532

9 日野猛仁 120,000 142,310 △022,310 0 35,040 6,000 80,000 21,270

10 北橋豊作 120,000 136,348 △016,348 0 49,520 3,234 83,594

11 佐川秋夫 120,000 122,244 △002,244 0 47,880 44,020 30,344

12 谷本勝俊 120,000 133,968 △013,968 0 75,000 58,968

13 正岡千博 120,000 128,309 △008,309 0 73,245 15,503 39,561

14 田中裕昭 120,000 128,860 △008,860 0 47,880 41,020 39,960

15 武智　実 120,000 88,900 31,100 31,100 47,880 41,020

16 久保　榮 120,000 122,665 △002,665 0 107,665 12,600 2,400

17 田中　弘 120,000 141,568 △021,568 0 39,620 99,200 2,748

18 若松孝行 120,000 41,020 78,980 78,980 41,020

19 水田恒二 120,000 404,624 △284,624 0 400,824 3,800

合計19名 2,280,000 297,414 498,988 606,860 723,599 3,800 0 7,990 140,494 452,876 0 0

八幡浜市・大洲市・四国中央市は、交付なし。

※交付額より支出額の多い議員は、戻入額を０と表記



伊予市からロシアの
　　　「バレリーナ」へ

永
なが

井
い

　彩
あや

陽
ひ

さん（23歳）

Profile 【出身地】下吾川 【身長】163㎝【出身校】天使幼
稚園→郡中小→港南中→伊予高2年生→ロシア国立ボ
リショイバレエ学校→モスクワシティバレエ入団（プ
ロとなる）ヨーロッパツアーに参加 【座右の銘】なんと
かなるさ

彩陽さんはとても穏
やかでチャーミング
なお嬢さんでした！
そして内に秘めた強
さも感じました！

●
い
つ
か
ら
バ
レ
エ
を
は
じ

め
ま
し
た
か
？

　

小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
始

め
、
週
１
回
、
松
山
市
の
森

田
バ
レ
エ
教
室
に
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、
中
学
１
年
生
の

時
に
伊
予
市
に
武
市
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ
が
で
き
て
か
ら
は
、

毎
日
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

高
校
２
年
生
の
時
に
ボ
リ

シ
ョ
イ
バ
レ
エ
学
校
（
※
）

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格

し
た
こ
と
が
、
プ
ロ
の
バ
レ

リ
ー
ナ
に
な
る
分
岐
点
と
な

り
ま
し
た
。

（
※
）
バ
レ
エ
の
世
界
最
高
峰

で
あ
る
ロ
シ
ア
の
中
で
も「
ボ

リ
シ
ョ
イ
・
バ
レ
エ
ア
カ
デ

ミ
ー
（
正
式
に
は
、
モ
ス
ク

ワ
国
立
舞
踊
ア
カ
デ
ミ
ー
）」

は
、
ロ
シ
ア
で
最
も
権
威
あ

る
バ
レ
エ
学
校
の
一
つ
で
あ

る
。

●
ロ
シ
ア
で
の
生
活
は
？

　

ロ
シ
ア
語
が
全
く
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
授
業
も
理
解

で
き
ず
、
辞
書
を
片
手
に
苦

労
し
ま
し
た
。
苦
手
な
食
べ

物
は
な
く
、
ブ
リ
ヌ
イ
（
ロ

シ
ア
の
ク
レ
ー
プ
）
は
大
好

き
で
す
。

●
バ
レ
エ
へ
の
想
い

　

こ
れ
ま
で
ど
ん
な
に
厳
し

い
練
習
や
つ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
バ
レ
エ
を
辞
め

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度

も
な
か
っ
た
で
す
。
幸
い
大

き
な
ケ
ガ
も
な
か
っ
た
の
で
、

元
気
な
身
体
に
産
ん
で
く
れ

た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ル
・
ド
・
バ
レ
エ
（
群

舞
）
で
は
、
周
り
と
の
調
和

に
気
を
付
け
て
踊
っ
て
い
ま

す
。「
自
分
が
楽
し
く
」
が
一

番
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

●
今
後
の
目
標
と
夢

　

舞
台
を
観
て
い
た
だ
い
た

人
が
、
そ
の
物
語
の
中
に
惹

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
踊
り
を

し
た
い
で
す
。
個
人
的
に
は

プ
リ
ン
シ
バ
ル
（
バ
レ
エ
団

の
ト
ッ
プ
の
踊
り
子
）
を
目

指
し
ま
す
。
踊
る
こ
と
が
と

て
も
好
き
な
の
で
、
踊
る
場

所
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も

踊
り
た
い
で
す
。

ヨーロッパツアーで活躍する永井さん。
（コール・ド・バレエの写真）

伊予市に帰省した際は、天使幼稚園を訪問
して、一緒に踊ったり、基本の姿勢を教え
たりするなど、子どもたちと交流するのが
毎年の恒例となっています。

　彩陽さんは、武市バレ
エスタジオの第１号の生
徒さんで、そして第１号
のプロバレリーナです。
　これからも素直な彩陽
さんらしくがんばってく
ださい！

恩師の武市京子先生
からのメッセージ！

　５月９日の臨時会で新しい議会構成が決まり、今号から広報調査特別委員会も新しい委員によるスター
トとなりました。今回、最終ページ「きらきら・人い～よ」で、永井さんを川口議員と一緒に取材しました。
一流のプロバレリーナという肩書きから、最初お会いする前は緊張していましたが、実際会ってお話を
してみると、気さくで、話しやすくとても笑顔がすてきな方でした。伊予市には自分が知らな
いだけで、世界で活躍されているすばらしい人材がいるんだと気づかされました。今後も多方
面で活躍する「きらきら」した人を発掘して、議会だよりでどんどん取り上げて応援していきた
いと思っています。
議会広報調査特別委員会　〔委員長〕向井哲哉　〔副委員長〕川口和代
　　　　　　　　　　　　〔委　員〕門田裕一　大野鎮司　平岡清樹　吉久俊介　森川建司
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かわぐち議員

むかい委員長

きら
きら・人きら
きら・人

い～よい～よい～よ
第18回第18回第18回

編集後記

永井さん


